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２１２ 質疑の模様は Youtube にて、公開されております。

　横断歩道は、歩行者の安全な通行のためにと
ても重要な役割を担っており、しっかりとした
整備が求められますが、地域の方々から横断歩
道が消えているとのご指摘を頂きます。本年も
横断歩道で死亡事故が発生し、重傷事故も複数
回発生しており、交通安全対策にはしっかりと
取り組んでいかなければなりません。来年度以
降、横断歩道に特化した緊急対策を検討するな
ど横断歩道対策を強化するべきと考えますが所
見をお伺いします

　時間を要する熟練技術の継承は、主とし
て事業主体自身に委ねてきたが、近年、特
に眼鏡産業では、経営者の高齢化、経営基
盤の脆弱さ等により、零細企業の廃業が危
惧されています。そういった零細企業の中
には、旧来型の技法など他社では代替でき
ない技術を持った企業もあることから、今
後、業界企業、組合の企業と意見を交わし
ながら、今後の方向性、方策についてもう
一度考えていきたい。

　本県のメガネ産業の特徴は、工程毎に専門の職
人が磨き抜かれた技術を駆使する分業制で、パー
ツの一つひとつに職人技が注がれております。こ
れらを担っている事業者は零細企業が多く職人の
高齢化、後継者不足に伴う廃業によるサプライ
チェーンの崩壊が課題となっています。地場産業
の担い手は事業承継するにしてもまずは職人を育
てなければならず、本県の地場産業の事業承継の
為にも技能者を育てていく施策が必要と考えます。

　千葉県八街市で発生した死傷事故を受け、
通学路の合同点検を実施し、可能なものか
ら順次整備を始めている。また、横断歩道
に歩行者がいるときの車両の停止率向上方
策として、横断歩道手前の停止線の位置を
変えること等により、車両の停止率が向上
するかどうか、福井大学等と連携して検証
する等している。ご指摘を踏まえ、 横断歩
道の新設・移設・補修に係る必要な事業を
適切に進めることにより、歩行者の安全確
保に努めていく。

●地場産業の人材育成について

＜警察本部長（当時）＞

＜産業労働部長（当時）＞

眼鏡協会や経済界が中心にこの映画の準備
が進められており、私も期待をしている。
この「おしょりん」が全国で話題になって、
お客さんに向けてアプリのスタンプラリー
などを展開、ツアーの造成などで映画の
ファンに福井に来ていただく、こういう交
流人口、誘客も行っていければと考えてい
る。映画の制作にあわせながら、しっかり
と応援をさせていただきたいと考えており
ます。

　学校から保護者に対し、ＰＴＡの総会やメール
等により内容を周知、損害保険の県内支店、代
理店の協会に県民の皆さんに保険加入に対する
丁寧な説明を要請。運転免許の更新時の講習や
高齢者の方に対する交通安全教室等において条
例の内容を周知するとともに、県の広報番組や
チラシなど様々な手法で広く皆さんに広報し、
条例の円滑な施行を図っていきたいと考えてい
ます。

　２０２３年秋の全国公開を目指している、
本県の地場産業であるメガネ産業を興すため
に身を挺した増永五左衛門を題材とした小説
「おしょりん」の映画製作はロケのほとんどを
本県で撮影され映画のヒットが本県の知名度
アップ、ロケ地の観光地化、地場産業の発展
に繋がる絶好の機会ではないか考えます。映
画を財政的に支援するだけではなく、北陸新
幹線開業に向けたイベントとコラボさせるな
ど、相乗効果で盛り上げていくべきでは？

●映画「おしょりん」について

　自転車利用時の安全上の措置、交通安全教
育等、自転車損害賠償責任保険等への加入の
施策が盛りこまれている本条例案について令
和４年７月１日に施行される予定となってお
ります。県内すべての自転車利用者を対象と
していることから、正しく丁寧な周知の在り
方が求められますが、具体的にどのように周
知していくのかをお伺いします。

●交通安全対策（福井県自転車の安全で
　適正な利用に関する条例）について

●交通安全対策（横断歩道）について

＜知事＞

＜安全環境部長＞

～令和 3 年度議会編～
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